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一、序論
日本は推理小説大国である。大正、昭和時代の江戸川乱歩から戦後の松本清張、および
現在の東野圭吾まで、日本では大勢の推理小説家が誕生し、数多くの優れた作品が世界に
送り出されている。それらの作品は、世界各国の読者に読まれると同時に、各国における
推理小説の発展にも深遠な影響を与えている。本稿は、主に中国における日本推理小説の
受容状況を扱い、現在中国でもっとも人気がある日本の推理小説家である東野圭吾を例に
して、近代以来中国の推理小説史を踏まえながら、その受容の要因を考察しようとするも
のである。
中国における海外推理小説の受容は、外国の作品の翻訳から始まった。中国でもっとも
有名な外国推理小説は言うまでもなく、コナン·ドイルの「ホームズ」シリーズである。ま
た、アガサ・クリスティも中国人が非常に慣れ親しんだ推理小説家の一人である。彼女の
作品は 1979 年に初めて中国で出版され、2006 年以降は人民出版社が彼女の作品を刊行し、
現在までにすでに 60作以上が出版された1。
中国本国の推理小説といえば、一般的には古代の公案小説2を起源とする。清朝以降、公
案小説の創作が盛んになり、その代表作は『施公案』と『彭公案』である。公案小説は、
中国本国の推理小説の原型となった。1887年から第二次世界大戦まで、欧米の推理小説は
半世紀の間に飛躍的な発展を遂げ、その新しいジャンルもまた中国に紹介された。そして、
中国の作家も近代推理小説を書く試みを開始した。例えば、劉鹗の『老残遊記』の中には
推理小説的要素がある。一方、中国推理小説の創始者と称されるのは程小青3であり、彼は
「霍桑探案」シリーズを書き、｢中国のコナン·ドイル｣と呼ばれた。
新中国の早期にブームとなったのは「反特小説」（スパイ事件の捜査摘発を描く小説）
と「公安小説」（警察を描く小説）であり、作品数は非常に多かったものの、優秀な作品
は少なかったといわれている。主な問題は登場人物のイメージがステレオタイプ化されて
いることであり、たとえば警察のイメージはいつも正義で進歩的であるのに対し、スパイ
のイメージはいつも醜い。だが、文化大革命が始まると、「反特小說」を含むほとんどす
べての大衆文学の出版が停止され、コナン·ドイルなどの外国の推理小説の輸入も禁じられ
1 邢瑩、『阿加莎·克里斯蔕与東野圭吾的侦探小説比較』、遼寧大学、2014 年。
2 中国古典小説の一種。主に案件を解決する物語。
3 程小青（1893 年 6月 21日—1976 年 10月 12日）、中国推理小説作家、代表作は『血手印』、『江南燕』、
『八十四』などがある。
3た。暗黒の十年の間に、大衆が合法的に読めたのは『艶陽天』や『金光大道』4のみであっ
た。それにもかかわらず、「反特小說」と公安小説は写本形式により非合法的に民間で流
行した。文化大革命が終結すると、打ち出された改革開放政策にともない、日本の推理小
説を含む外国の推理小説が大量に輸入されはじめた。
日本推理小説の翻訳·出版も、紆余曲折した発展過程を経ている。改革開放以前の中国で
は、極左思想5の影響下で、長期にわたって日本推理小説を排斥していた。1949年から1978
年までの30年間で、日本推理小説が出版されたのは、1965年における一部のみ、松本清張
の『日本の黒い霧』であった。しかし、1979年から1986年までの８年間に、十一人の作家
による55作の小説が出版され、そのうち最も多かったのは、森村誠一の15作と、それに次
ぐ松本清張の１１作である。しかも、一作ごとに三、四万冊も印刷されており、森村誠一
の「三つの証明」6シリーズは、各出版社の全ての版本および映画化にともなうノベライズ
版も合わせて300万冊に達したほど、大量に発行されていることがわかる。また、当時の中
国で高い人気を集めた日本映画『君よ憤怒の河を渉れ』（中国語タイトル「追捕」）と『人
間の証明』（中国語タイトル「人証」）は、どちらも推理小説を翻案したものである。1979
年から1989年にかけて、日本推理小説の出版事業に踏み込んだ出版社は急増し、1980年代
の中国において日本推理小説のブームがこうして生まれた。
1990年代に入ると、中国における日本推理小説の輸入は穏やかな減少傾向を呈している。
まず、中国の出版社は、1992年7月30日に「万国著作権条約」7に加入したことによって、
著作権を無視して外国の小説を出版できなくなったからである。また、出版社の情熱も冷
めつつあった。今日でも日本推理小説を出版しているのは、珠海出版社や群衆出版社、時
代文芸出版社、山東文芸出版社などわずか数社のみである。そして、推理小説の新進気鋭
と呼ばれる「新本格派」も、松本清張を代表とするかつての「社会派」もかつての繁栄を
再現できていない。現在中国で高い人気を誇る東野圭吾であっても、販売数は多くて100
万冊を超える程度であり、森村誠一の300万冊とは比較にもならない。それゆえ、現在の中
国における日本推理小説市場は、高度成長期を終え、成熟安定期に入っていると言える。
日本推理小説の中国における受容を研究する上でも、今がよい時期であろうと筆者は考え
る。8
多くの日本推理作家の中で、現在の中国において最も人気が高いのは東野圭吾である。
4 二つとも浩然が著した長編小説。新中国建国初期の農村生活と農村合作社を描いた。
5 中国においては、いわゆる「極左思想」が指すのは極端な共産主義の傾向。
6 森村誠一の代表シリーズ。『人間の証明』、『青春の証明』、『野性の証明』によって構成される。
7 著作権の保護に関する国際条約。1952 年 9 月 6日に作成された。
8 以上のデータの出典：李景端、『日本推理小說在中国的盛衰』、『文化交流』、2005 年。
421世紀以降、中国における東野圭吾の読者数は爆発的に増加しており、彼の小説『白夜行』
と『容疑者 X の献身』は、2008年の初版ですでに20万冊もの販売数に達し、2013年になる
と、販売数は100万冊をとうに超えていた。「豆瓣網」9では東野圭吾の読者に関する調査
が行われ、その結果は次の通りである。
10
この表からわかるのは、東野圭吾は特に中国の若者のあいだで非常に高い人気を誇る推
理作家であるということだ。とりわけ本科と専科の学生に圧倒的な人気があるということ
は、明らかに推理小説というジャンルを鑑賞するには一定な文化と知識水準が必要からで
ある。
では、なぜ日本の推理小説が中国において盛んに読まれているのか。この点について論
9 2005 年 3 月 6日に創立され、読書、映画、音楽に関する討論や情報のコミュニティサイト。
10 張麗、『新世紀以來推理小說在中国的接受研究』第 14 頁、安徽大学、2014 年。
5じた先行研究はいくつかある。例えば、張曄「中国における推理小説（推理小説在中国）」
（2011）は中国における推理小説の概況を紹介している。王成「松本清張の推理小説と改
革開放以降の中国（松本清张的推理小説与改革开放后的中国）」（2010）は、松本清張の
推理小説をめぐって改革開放後の中国における翻訳·受容状況を論じている。李昕「推理小
説はなぜ中国の図書市場に火をつけたのかーー東野圭吾シリーズ人気の理由を探る（推理
小説为何能燃烧中国书市——東野圭吾系列畅销探因）」（2012）は、東野作品の中国におけ
る受容状況を分析している。
また、日本推理小説家が中国の作家に影響を与えている例は、次のようなものがある。
例えば、中国の若手作家である SPRING が著した『超作家連続殺人事件』は、東野圭吾の『超
殺人事件』を明らかに模倣したものであることを、SPRING 自身もインタービューの中で認
めている。日本で爆発的人気を誇った推理漫画『金田一少年の事件簿』も、『少年包青天』
など、中国の多くのテレビドラマがそれを模倣した。そのほか、程小青の『霍桑探案集』
や湯保華の「警探司徒川系列」、蓝码の「偵探桑楚系列」などにも、日本推理小説の影響
が少なからず見うけられる。これらの先行研究を通して、日本の推理小説は中国で広く読
まれ、それなりの受容の歴史を有しているといえるが、やはり推理小説は大衆文学に属す
るため、現在でも受容史や受容の原因を研究の対象として取り上げられることが少ない。
以上の理由から、本論はなぜ日本推理小説が中国で盛んに受け入れられたかを明らかにし、
従来の研究を補いたいと思う。
推理小説は一つの文学ジャンルであり、その誕生は実は一つの社会現象とみなすことが
でき、一国における推理小説受容の原因も社会要素から探ることができる。さらに、社会
的な要因は比較的基礎的な原因であるため、ある程度は文学の発展ルールを反映する。し
たがって、本論はまず推理小説誕生の原因を探求したうえで、日本推理小説の中国におけ
る受容の原因を明らかにする。
推理小説誕生の原因を検討するならば、まず推理小説の創始者であるエドガー·アラン·
ポー11について考えなくてはならない。また、日本の推理小説の創始者と言えば、必ず江
戸川乱歩12の名が挙げられる。興味深いことに、江戸川乱歩の作風にはポーの影響がたく
さん見られる。この点について、既に堀江珠喜の『E.A.ポーと江戸川乱歩』や宮永孝の『エ
ドガー・アラン・ボーと江戸川乱歩』などの先行研究がある。彼らの研究によれば、江戸
川乱歩の推理小説のトリックの設置は、直接にアラン・ボーを模倣したところが少なくな
11 エドガー·アラン·ポー（1809 年 1 月 19日 - 1849 年 10月 7 日）、アメリカ推理小説、ゴシック小説、
ホラー小説作家、代表作には『モルグ街の殺人』、『赤死病の仮面』、『黄金虫』などがある。
12 江戸川乱歩（1894 年 10 月 21日 - 1965 年 7 月 28日）、日本推理小説作家、代表作には『一寸法師』、
『D坂の殺人事件』、『二銭銅貨』などがある。
6い。例えば、ポーの『盗まれた手紙』と乱歩の『二銭銅貨』のトリックが似ているという
指摘（ 『E.A.ポーと江戸川乱歩』から再引用、堀江珠喜、園田学園女子大学論文集２５（１
９９１）]）、がその代表的な例である。また、乱歩が自分の作品の中に、ポーから受ける
影響を直接に言及した例もある。 そのほか、乱歩の『魔術師』とポーの『アモンチラド
の樽』の中で出てくる同じ内容の「殺人映画」や、乱歩の『塔上の奇術師』とポーの『苦
境』の中で出てくる時計台のトリックなど、二人の作品の似ているところがたくさんある。
これらの点から見れば、乱歩がポーを模倣したという事実が明らかである。
ところで、アメリカと日本で相次いで推理小説が誕生したのは、それぞれの社会的条件
が推理小説の誕生の土壌を生み出したからである。そこで、ポーと乱歩の時代の社会的要
素を対比しつつ、推理小説の成立の原因を掘り起こし、それに基づいて日本推理小説の中
国における受容の原因を探求していきたい。
本論は、まず、推理小説の創始者であるエドガー・アラン・ポーのアメリカの社会様相
と日本の推理小説の創始者である江戸川乱歩の日本の社会様相の比較を通じ、日本推理小
説が成立した社会的な原因について論じる。次に、中国の社会現状を紹介し、日本推理小
説が中国で広まった原因を考える。さらに、東野圭吾が中国で人気を博す原因について論
じていきたい。
二、日本推理小説の成立とその社会的背景
ポーが生きた 19世紀前半のアメリカと乱歩が生きた大正、昭和時代は、ともに資本主義
社会の初期階段に属する。近代化社会の発展が、推理小説を育む温床を提供した。言い換
えれば、推理小説の成立は、資本主義の発展と密接な関係を持っている。以下では資本主
義という社会条件について、１、市民階層の需要と科学技術の発展、２、マスコミの発展、
３、警察機関の創立、４、法制度の整備という四つの角度から考察する。
１、市民階層の需要と科学技術の発展
経済の発展は主に二つの面において、推理小説の誕生に影響を与えた。それは都市化に
よる市民層の誕生と科学技術の発展である。
都市化による市民層の出現と大衆文学の繁栄とは、深い関係を持っている。まずは、次
の表を見てみよう。
7表1 アメリカ都市化の歴史的なプロセス( 1690年- 1990年)13
年代 2500人以上の
都市の数
総人口(単位: 百万
人)
都市人口の割合
(% )
1690 4 0. 21 8. 3
1790 24 3. 9 5. 1
1820 61 9. 6 7. 2
1860 392 31. 4 19. 8
1880 939 50. 2 28. 2
1920 2722 105. 7 51. 2
1940 3464 131. 7 56. 5
1960 4996 178. 5 63. 1
1960* 18088 178. 5 64. 7
1990* 19289 248. 7 61. 6
* １９６０年の国勢調査によって定義された新しい地区を表示。14
この表が示すように、アメリカの都市人口の割合は 1790 年から 1860 年にかけて、急激
に上昇している。それが、ポーの創作の年代とおおよそ重なっている。アメリカの推理小
説の誕生が、アメリカの都市化の発展と同時に起きていたと言える。なぜなら、生活リズ
ムが速くなった市民層は、暇つぶしに読み物を読む必要があったからだ。大衆文学の一種
である推理小説は、そのような需要に応じている。推理小説は、ストーリー展開が速く、
起伏や抑揚があり、人々を普段の様々なプレッシャーから解放することができる。従って、
推理小説の特徴と市民階層の需要が一致したことが、推理小説の誕生を促進したといえる。
このような背景下で、ポーは推理小説の道を切り開いた。
日本の都市化の過程と推理小説の誕生にも、同様の関連が見られるのであろうか。
13 王春艶、『美国城市化的歷史、特徵及啓示』から再引用、『城市問題』、2007 年第 6期。
14 データの出所: 1690年のデータはBrid enb augh( 1938 )及びアメリカの歴史の統計による。ほかのデ
ータは1960年の『国勢調査』第1巻, 人口の特徴, アメリカの概要1- 14 - 15 及び1992年の統計の概要に
よる。SukkoKim & Robert A.Margo. Historical PerspectiveonU.S. Geography. Handbook of Regional
and Urban Economics , 2003, vo-lum e 4, August. P57.から再引用。
81898 年、日本全国の人口は 4540 万，そのうち都市の人口は 539 万であり、全国の 11.9%
を占めていた。1918 年まで、全国の人口は 5596 万であり，そのうち都市の人口は 1010 万
近くに上り，全国の 18%を占めていた15。1940 年, 日本の都市化率はすでに 37.7%に達し
ていた16。
江戸川乱歩のデビュー作「二銭銅貨」が 1923 年（大正 12 年）に、『新青年』に掲載さ
れたとき、前にも触れたとおり、日本の都市化はすでに始まっていた。それゆえ、都市化
という点のみから見れば、アメリカと日本の推理小説を育んだ背景は大体同じであると思
える。言い換えれば、十九世紀前半のアメリカで推理小説が誕生した要素を考慮すれば、
二十世紀前半の日本でも推理小説が誕生する可能性は大いにあったとは想像できる。
次は、科学技術の発展が推理小説の誕生にもたらした影響について考えたい。
アメリカの第一次産業革命は、イギリスとフランスよりも少し遅く、約十八世紀末から
始まった。そして、第二次産業革命は十九世紀八十年代から始まっており、ポーの創作時
期は、まさに二度の産業革命の間の時期であったと言える。物事に対する思考において、
産業革命が大衆にもたらしたのは理性的な、科学的な視点である。自然科学の発展や、新
しい機械の応用などが、人類の自然に対する大規模な改造の印となったことに、理性的且
つ科学的な考え方が重要な役割を果たしてきた。なぜなら、ロジック、推理、帰納演繹、
公式などに頼った科学技術は、本能的で非理性的な、蒙昧的な思考を排斥している。むし
ろ、科学技術も一種の「謎解き」と言えるだろう。その謎は、自然が設置した、克服しな
ければならない障害や困難、たとえば、動力問題や、エネルギー問題、音速などである。
そして、人類が分析や計算などによりそれらの障害や困難を克服し、謎を解く、という過
程である。その過程が、ちょうど推理小説におけるプロットのモデルと一致している。推
理小説の基本は、「謎解き」である。謎は事件、たとえば殺人事件などである。そして、
探偵（或いは探偵に当たる役）は分析や推理を通じ、謎を解き、犯人を見つけ出す役であ
る。事件の真相（犯人が誰か、いかに蒸気で列車を動かすのか）は濃霧の中に隠れされて
おり、誰にも知られない状態にある。従って、産業革命がもつ謎解き的要素と推理小説の
構造は相似しており、これは推理小説が大衆に好まれた原因の一つであると言える。実際、
産業革命とは物質的革命のみならず、人々の精神に対する啓蒙でもあった。大衆が理性的、
科学的思考を受け入れたなら、同じ形式である推理小説も自然と受け入れることができた
だろう。
こうした人々の精神的条件は、二十世紀の前半の日本でも整っていたと言える。大正、
15 陳路、『日本明治時期城市化剖析』、蘇州大学、2011 年 4月。
16 孫波、白永秀、馬暁強、『日本城市化的演進及啓示』、西北大学、2010 年第 12 期。
9昭和年間、日本は軍国主義の道を疾駆するなか、科学技術と様々な工業部門が飛躍的な発
展を遂げた。欧米で唱えられていた理性的且つ科学的な観念が、日本の国民にも受け入れ
られた。推理小説がその理性的且つ科学的な観念に基づいて作られたというわけではない
が、むしろそうした観念が推理小説発展の可能性の土壌となった。ポーや乱歩の作品が大
衆に好まれたのは、大衆の頭の中にその観念がすでに前提として存在していたからではな
いか。
２、マスコミの発展
雑誌や新聞等マスコミの発展もまた、推理小説の重要な成因である。マスコミは近代化
のもう一つの印であり、推理小説を含む大衆文学の伝播に大きな役割を果たした。雑誌或
いは新聞への掲載は、推理小説の流行を促した。雑誌や新聞などの出版物が幅広い読者層
を持つようになったことで、読書がエリート階層に限られた活動ではなく、誰でも参加で
きる大衆的活動へと変化した。それゆえ、大衆が受け入れやすいように、文学も娯楽化し、
大衆向きの作品を載せなければならなくなった。その需要がまさに推理小説の特徴と一致
した。その一方で、出版社側も純文学より、大衆をリラックスさせる大衆文学のほうを好
むようになった。そして推理小説を求める大衆の嗜好に合わせるため、出版社側は作家が
なるべく大衆文学を創作するよう鼓舞するようになった。
その変化が、作家にも影響をもたらした。創作－読書活動を産業チェーンとみなすなら、
作家が生産者となり、読者が消費者となった結果、作家が商業的目的をもって創作するよ
うになった。その新たな作家と読者との関係は、従来の関係とは根本的に異なっている。
元々作者が多種の文化的身分を持っている、いわゆる「純文学」は、啓蒙、感化、薫陶な
どの役割がある。しかし、マスコミの発展による近代出版業が作者の身分を転換し、文学
の役割を平面化させ、作者と読者との間の需要と供給の関係だけが注目されるようになっ
た。それによって作者と読者の地位も変化し始めた。元々、作者は芸術の創造者であり教
化の施行者として高い地位を有し、読者は教化のアクセプターとして、より低い地位にあ
った。しかし、出版の産業チェーンに巻き込まれて以後、読者の身分が商品の消費者、言
い換えれば購買力の持ち主に転換し、作者によってサービスを提供される側となり、作者
よりも地位が高くなった。読者が作品を購買するか否かが、作者の創作活動と出版社の収
益を決めるようになった。17
要するに、読者の機嫌を取って、作家自身と出版社に収益をもたらすことが、作者の創
作の主要な目的となったのだ。それが、近代以降の作家の避けられない運命であろう。芸
17 周松、『城市化進程与現代都市通俗文学的盛行』、『文学教育』、2009 年 2 月。
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術規則ではなく、市場規則が原動力として創作活動を推し進めている。従って、市場の需
要に応じた推理小説を含む大衆文学が、数多く創作された。
ポーのデビュー作「モルグ街の殺人」は、１８４１年４月に『グレアムズ・マガジン』
に掲載され、「盗まれた手紙」は、『ザ・ギフト』1845 年号（1844 年発行）に初出、「マ
リー・ロジェの謎」が、『スノウデンス・レディース・カンパニオン』1842 年 11 月号、
12月号、1843 年 2 月号に分載された。また「黄金虫」は、『フィラデルフィア・ダラー・
ニュースペーパー』の懸賞で最優秀作品に選ばれた。また、「お前が犯人だ」は『ゴーデ
ィス・レディース・ブック』１８４４年１１月号に掲載された。つまり、これら五つの推
理小説のすべてが雑誌や新聞メディアによって大衆に知られたのである。
では、乱歩の場合はどうか。以下は、乱歩の一部の代表作の出版状況である。
二銭銅貨（『新青年』1923年4月）短編。 デビュー作。しかし、実質的な処女作は 火
縄銃。
一枚の切符（『新青年』1923年7月）
恐ろしき錯誤（『新青年』1923年11月）
D 坂の殺人事件（『新青年』1925年1月） 明智小五郎、初登場作品。但し、まだ名探
偵明智小五郎ではなく、素人探偵明智小五郎である。
黒手組（『新青年』1925年3月） 明智小五郎登場作品。
日記帳（『写真報知』1925年4月）
幽霊（『新青年』1925年5月） 明智小五郎登場作品。
屋根裏の散歩者（『新青年』1925年8月） 明智小五郎登場作品。
一人二役（『新小説』1925年9月）
人間椅子（『苦楽』1925年10月）
湖畔亭事件（『サンデー毎日』1926年1月～5月）
空気男（原題：二人の探偵小説家）（『写真報知』1926年1月～2月で連載中絶） （未
完）
踊る一寸法師（『新青年』1926年1月）
火星の運河（『新青年』1926年4月）
パノラマ島奇談（別表記：パノラマ島綺譚）（『新青年』1926年10月～1927年4月）
鏡地獄（『大衆文芸』1926年10月）
一寸法師（『朝日新聞』1926年12月～1927年2月） 明智小五郎登場作品。
陰獣（『新青年』1928年8月～10月）
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芋虫（原題：悪夢）（『新青年』1929年1月）
孤島の鬼（『朝日』1929年1月～1930年2月）
押絵と旅する男（『新青年』1929年6月）
蟲（『改造』1929年9月～10月）
蜘蛛男（『講談倶楽部』1929年8月～1930年6月） 明智小五郎登場作品。
猟奇の果（『文芸倶楽部』1930年1月～12月） 明智小五郎登場作品。
魔術師（『講談倶楽部』1930年7月～1931年5月） 明智小五郎登場作品。
黄金仮面（『キング』1930年9月～1931年10月） 明智小五郎登場作品。
盲獣（『朝日』1931年2月～1932年3月）
目羅博士（原題：目羅博士の不思議な犯罪）（『文芸倶楽部』1931年4月）
恐怖王（『講談倶楽部』1931年6月～1932年5月）
黒蜥蜴（『日の出』1934年1月～11月） 明智小五郎登場作品。
人間豹（『講談倶楽部』1934年1月～1935年5月） 明智小五郎登場作品。
ぺてん師と空気男（桃源社、1959年11月、書き下ろし）
指（『ヒッチコック・マガジン』1960年1月）
薔薇夫人（未収録作品）
怪人二十面相（『少年倶楽部』1936年1月～12月）
少年探偵団（『少年倶楽部』1937年1月～12月）
名たんていと二十めんそう（『たのしい三年生』1959年4月～12月）
かいじん二十めんそう（『たのしい一年生』～『たのしい二年生』1959年11月～1960
年12月）
おれは二十面相だ!!（『小学六年生』1960年4月～1961年3月）＊ポプラ社版では「二
十面相の呪い」
怪人と少年探偵（『こども家の光』1960年9月～1961年9月）
このように乱歩の小説の多くは、雑誌や新聞に掲載されており、その時代のマスコミが、
十分に文学を出版する役割を担っていたことがわかる。実は、日本の出版業は早くも 1869
年に「出版条例」を発表して以来18、急速な発展を遂げていた。すでに近代社会への転換
を遂げていた大正、昭和年代では、言うまでもなく完備された出版業が普及していた。面
白いことに、ポーと乱歩はともに雑誌の編集者を務めたことがある。ポーは、『メッセン
18 李欣、『日本出版業是如何成為“大衆伝媒”的？』、『出版參考』、2009 年 25 号。
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ジャー』、『ジェントルマンズ・マガジン』、『グレアムズ・マガジン』の編集者、『イ
ヴニング・ミラー』の記者を務めたことがあり、『ブロードウェイ・ジャーナル』の持ち
主でもあった。それらの経歴は、ポーが自身の作品を出版する際に非常に有利に働いた。
同じように、乱歩もまた『宝石』の編集・経営に携わったことがある。これは、推理小説
家がいかにマスコミと緊密につながっていたかを示すもう一つの証拠であろう。推理小説
の成立に雑誌、新聞などのメディアは大きな役割を果たしたのである。
３、警察機関の創立
推理小説とは、事件を解決する過程を描いたものだ。その素材は、刑事事件を解決する
警察機関から得られることが多い。先に述べたように、事件解決は本質的に「謎解き」の
過程であり、その謎を解く主体は探偵、或いは探偵に当たる人物であり、探偵の活動がプ
ロットの主要な内容であるが、現実社会で、その活動を行うのは主に警察である。
1838 年、アメリカの最初の近代警察機関として「ボストン・ポリス・デパートメント」
が、1845 年には「ニューヨーク・ポリス・デパートメント」が設立された。イギリスでは、
スコットランドヤードが 1842 年に設立された。日本の警保局は 187４年に設立され、1947
年に廃止、1954 年に警察庁に取って代わられた。これらの警察機関が、社会の治安を維持
し、事件を解決していくとともに、推理小説家に創作の素材を提供している。警察が、事
件を解決する専門分野の職業として現れたことが、推理小説に現実の根拠を提供した。文
学とは生活の精製と昇華であるから、警察、或いは探偵が現実に存在しなければ、推理小
説のなかの世界を想像できなかったであろう。
ただし、小説中の探偵は実際には警察がすべき事件解決を行い、ポーと乱歩を代表とす
る早期の推理小説には、「私立探偵」と「警察」との対立関係がみられる。一般的に、私
立探偵は警察よりも優れた技術を持っていながら、警察に軽視されていたが、最後には警
察が探偵の賢さに感服せずにはいられない、という構図が多い19。それはおそらく、設立
初期の警察機関の効率の悪さに対して、大衆が私立探偵をより信頼していたという現実の
反映でもあろうか。また、貴族などの上流社会もプライバシー保護のために、事件を政府
側の人間ではない私立探偵の方に委託したいと願った。これは、警察、及び警察をめぐる
社会関係が、推理小説の題材と内容の物質的な基礎であることを証明していよう。ポーも
乱歩も、この基礎に基づき、自分の探偵を描き出し、自分のストーリーを語った。
19 袁洪庚、『現代英美偵探小說起源及演変研究』、蘭州大学、2005 年。
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４、法制度の整備
近代法制度の整備が推理小説の誕生に必要不可欠な前提を提供した。
近代法律の一つの重要な特徴は、証拠を重視することである。たとえば刑事事件では、
容疑者がどんな罪を犯したのか、またいかにしてそれを証明するか、ということが重視さ
れる。つまり、犯罪の過程を明らかにすることが大事なのであり、それは推理小説の特徴
と一致している。先に述べたように、推理小説は一つの「謎解き」で、その目的は、濃霧
の中に隠れている真相を発見し、読者の目の前で披露することである。そして、真相を発
見するキーは、いわゆる手がかりや証拠と呼ばれる。その「証拠を発見し真相を現す」と
いう構造が、近代法律の方式とほぼ同じである。法制度の整備は、産業革命が人々の思考
を改造したのと同じように、観念的に推理小説という構造を成り立たせた。
アメリカ合衆国憲法が 1788 年に、大日本帝国憲法が 1890 年（明治 23 年）に施行された。
ポーと乱歩の時代に至り、アメリカと日本はすでに近代法治国家となっていた。整備され
た法律システムの下で、二つの国で推理小説が生まれたのである。
５、小結
本節は、近代化の角度からポーのアメリカと乱歩の生きた日本について、１、市民階層
の需要と科学技術の発展、２、マスコミの発展、３、警察機関の創立、４、法制度の整備
の四つの面から検討し、それらが推理小説の誕生に与えた影響を分析した。要するに、推
理小説の誕生は、近代化の発展がもたらした一つの社会現象であるといえる。それは、推
理小説が一つの文学ジャンルとして存在する社会意義であり、また推理小説は一つの社会
現象として、その誕生と発展はどちらも社会発展の客観ルールに従うことを証明している。
三、推理小説が中国に伝播される社会的原因
上述の通り、推理小説は一つの社会現象であり、その伝播も一つの社会現象と見なすこ
とができ、推理小説の成立する社会的条件が揃ってはじめて受容される。したがって、次
に中国の社会的状況を考えながら、推理小説の中国における受容の原因を分析する。
1、市民階層の形成と科学技術の発展
中国は近代以前に農業社会に属し、また一貫して「農を重視し、商を抑制する」20政策
を施行していたため、成熟な市民社会および一つの社会階層としての市民階層は実質的に
20 「重農抑商」、これは長期にわたって中国古代社会の立国の基礎。
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は完全に形成されていなかった。そのため、推理小説を育む土壌もなかったのである。
アヘン戦争を発端とし、中国は半植民地半封建社会に入った。そのまま二十世紀に突入
し、清朝政府は内憂外患に苦しみ、一連の新しい政策を打ち出した。特に経済面において、
過去の「農を重視し、商を抑制する」政策から商工業の発展を奨励する政策に転じた。1903
年、清朝政府は中国初の商業法を公布し、商人の合法的な社会地位を承認し、同時に商工
業者が相対的な活動領域を持つことを承認した。これを中国の近代市民社会の発端と見な
すことができる。1906 年、清朝政府は「予備立憲」を実施し始めた。1908 年に公布された
「九年予備立憲逐年籌備事宜清單」では地方自治に重点が置かれ、市民公社が中国におい
て雨後の竹の子のように確立された。地方自治を通じ、政府は元々国家がコントロールし
ていた社会生活の領域を民間に移し、市民階層の形成は政策上の保証を得た。
中華民国を経て、中華人民共和国が成立すると、中国の市民社会は衰えた。新中国成立
後、中央政府は全国で抜け目のない権力体制を打ち立て、国家全体が「単位制」21を代表
とする高度に厳密で且つ統一な組織形態に包容され、市民社会の空間が完全に国家権力に
占拠された。
しかし、改革開放以来、元の共同体が瓦解し、新たな制度が市民社会に活力を与えた。
例えば、個人と政府の関係を協調する協会や団体が現れ、混合所有制経済制度も前代未聞
の壮挙として打ち出された。これによって、社会に自由、自主の空間が拡大し、市民社会
と市民階層の発展条件が次第に整った。1980 年代以後、市民階層はさらに発展してきた。
中国の市民社会の最も盛んな発展時期である改革開放以降は、中国が日本推理小説を大
規模に受容する時期と重なっている。以下の表は、1985 年以降の中国都市人口の増加率の
状況を示している。
21 「単位」、中国特有の言い方、労働を媒介として全人民を組織化し、行政、経済、思想のあらゆる面か
ら管理・支配する中国特有の組織。
15
22
1985 年後、中国の都市人口の増加率は、最も低い時でも 3％もあり、高い時は 7％に近
く、平均値は大体 4.5％に達している。ちょうどこの時期に、日本推理小説の中国への伝
播はピークを迎えた。上述の通り、市民階層は推理小説の最も適切な読者層であるため、
この時期に日本推理小説が中国に大量輸入されたというのも不思議はない。勿論、改革開
放政策が、外国の文芸作品の輸入を便利にしたことも原因の一つであるが、当時の中国本
土には、日本推理小説を受容する土壌が育っていたことも重要な原因と見なさなければな
らない。
一方、科学技術の発展が中国の推理小説の受容に与えた主な影響は、上述の通り、「謎
解き」メカニズムの作用である。一つ明らかな事実は、アメリカ、日本、中国の科学技術
の発展は相継いで起こったため、各国の推理小説が出現する時間的順序もそれぞれの科学
技術の発展と合致している。
欧米諸国や日本と比べ、中国は長いあいだ、科学研究開発能力と工業製造能力において
立ち後れた状態にあった。第一次産業革命は 1750 年に始まったにもかかわらず、中国は第
一次世界大戦中にようやく工業化を開始し、新中国成立までは限られた成果しか得られな
かった。中国の本当の意味での大規模な工業化は 1949 年後に始まったのである。新中国成
立時、近代製造業が GDP に占める割合はわずか 10.4％のみで、典型的な貧困農業大国であ
った。その後、中国はソ連を模倣し、重工業を重視し、「五ヶ年計画」を主体とする計画
経済を導入して、欧米を追いかけ始めた。このような国家計画による激しい追い込みによ
って、中国は次第に工業国家への変身をめざそうとしたが、その欠点もソ連と同様に、軽
工業が重工業より遙かに立ち後れ、工業発展のバランスが悪いことだった。ただし、これ
こそが中国の近代化の基礎を固め、後の急成長の礎石となった。
22 龐海峰、樊燁、丁睿、『中国城市人口増長過程及差異研究』、南京大学、2006 年 3月
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1978 年からの改革開放以来、中国は工業発展における二つのゴールデンエージを経験し
た。国連工業発展組織（UNIDO）の統計によると、1980 年に中国の製造業が全世界で占め
る割合は 3.5％までのぼり、既に工業大国の列に入った。同時期に、中国では日本推理小
説の受容もピークに達している。2000 年までに、中国はアメリカ、ドイツ、日本に継ぎ、
世界第四の工業大国となった。
21世紀に入ってから、中国は先進諸国を追い越し続けている。2009 年まで、中国の製造
業の生産額は全世界の 25.9％を占め、アメリカを抜いて世界第一の工業大国となった23。
科学技術の力は依然としてアメリカに後れているが、中国は貧困であった農業国家の歴史
を終えたと言える。改革開放以後の中国の工業発展は、実は三度の産業革命の成果を一斉
に手に入れようとする試みであり、中国の工業製造や科学研究開発能力のみならず、中国
人の観念に与えた影響も大きかった。上述したように、科学的且つ理性的な考え方は推理
小説にとって必要不可欠な土壌であるため、中国にとって外国の推理小説を受け入れるこ
とも科学技術の発展を必要とした。
2、マスコミの発展
上述のように、近代マスコミの発展が文学に与えた一つの大きな役割は、通俗文学の流
行を可能にしたことである。また、文学にとって中心的な存在は出版物、即ち本、雑誌、
新聞である。『中国近代報刊名録』によれば、アヘン戦争以前の 1815 年から辛亥革命の起
きた 1911 年までに中国で発行された新聞は 1753 紙あり、その中で文芸新聞24はわずか 76
紙のみであった。中華民国成立後、出版業が盛んに発展し、出版社と作家との協力関係も
築かれた。例えば、魯迅と北新書局、茅盾と商務印書館、陳獨秀および胡適と亞東図書館、
創造社と泰東図書局、新月派と新月書店、新感覚派と現代書局などである。その他、群益
書社、新生活週刊社、良友図書出版公司、晨光出版公司、合衆書店、光華書局、光明書局
など、数えきれないほどの出版社が設立された。25これが中国の近代小説の発展を推進し
た。『中国通俗小説総目提要』によると、近代以前の中国の小説は総計 502 種あるが、1901
年から 1911 年まで創作された小説はあわせて 529 種あり、つまり清朝末年の十年間に創作
された小説は中国古代の小説数の総和を超えたということである。『新編清末民初小説目
録』の統計によれば、清末民初の小説は総計 7466 種もあった。その時期に、小説は新聞、
雑誌などの媒介を通じ、国民に対して看過できない影響をもたらした。
23 胡鞍鋼、高宇寧、鄢一龍、『従落伍者、追趕者到超越者：中国工業百年発展之路』、『浙江社会科学』、
2013 年 9 月。
24 文芸に関する新聞紙を指す。
25 張国功、『民国出版史：民国風流的因与果』、『中華読書報』、2012 年 1 月。
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中華人民共和国成立後、中国は強力にマスコミの発展を推し進めた。以下の 1949 年から
1965 年までの中国出版業概況の表を見てみよう。
18
19
26
この三つの表は､新中国成立後の出版業の発展状況を示す。建国後の出版業の発展は、お
およそ 1949 年から 1966 年までの発展期、1966 年から 1976 年（文化大革命）までの衰退
期、1976 年から今までの繁栄期という三期に分けられる。特に改革開放後、マスコミの発
26 曾慶賓、『中国出版產業発展研究』、『新中国出版史』、暨南大学、2003 年 4月。
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展はピークを迎え、日本推理小説の輸入も盛んに行われてきた。その過程は、独特な国内
事情とも関係がある。改革開放以前の計画経済時期において、文学創作の伝播は単なる政
治宣伝の一環として位置づけられ、メディアは国家が資金を振り分ける「事業単位」（国
家事業を行う部門）であり、文学作品は読者の嗜好を全く重視していなかった。しかし、
改革開放が本格化され、メディアが市場メカニズムに応じて、自ら損益の責任を負うよう
になると、文学作品にも製品として市場化を求めるのは必然となった。つまり、上述の通
り、文学作品があらゆる商品と同様に、生産と消費のメカニズムに組み入れられ、作者、
メディア、読者はともに市場の主体となったのである。これが根本的に文学の伝播方式を
変えた。また、改革開放以降は、元々あった文化鎖国主義的な政策を覆し、外国との文化
交流を推奨した。こうした社会環境のなかで、日本推理小説の受容がピークを迎えたこと
も不思議ではない。
3、警察機関の創立
中国の近代警察、つまり近代国家の法律制度に依存する警察は、中華民国成立後に発足
した。清末には、中国において近代的意味での警察はなかったのである。南京国民政府成
立以後、中央から地方までの警察網が整えられた。中央では内政部を設立し、その下に警
政司を設立し、全国警察の最高管理機関とした。地方では、各級の警察機関を設立した。27
こうして､中国の近代警察機関が現れた。だが、その時期の警察機関は資本主義国家を模倣
したものであるが、中国はなお半植民地半封建社会の段階にあったため、当時の警察制度
は多くの不備や欠陥を抱えていた。
中華人民共和国成立後、中国政府は人民民主専政の原則28に基づき全国の警察機関を再
組織した。1949 年 11 月、政務院（後の国務院）は初代公安部長羅瑞卿の全国の省と市で
公安部を組織する方案を批准した。1957 年、全国人民代表大会は『中華人民共和国人民警
察条例』を通過させ29、これが中国警察制度建設の初めての綱領となった。文化大革命を
経ても、中国の近代警察制度はますます整っている。特に改革開放以降、公安部はパトロ
ール体制を確立し、基層の警察人数を増加した。そして、警察の職能も犯罪に打撃を与え
ることから治安管理を社会サービスに転換した。さらに、1995 年 2 月 28 日に『中華人民
共和国警察法』が打ち出され、公安法律体系は確立された。
要するに、中国が日本推理小説を大規模に輸入し始めた時、中国の近代警察制度は既に
27 楊玉環、『試評中国近代員警制度』、遼寧大学学報、2007 年 5 月。
28 人民民主専政の原則とは、工人階級が指導権を握り、工人と農民の連盟を基礎にし、社会主義を建設す
るのを目標にするということ。
29 朱旭東、於子建、『新中国員警制度現代化進程述評』、中国人民公安大学学報、2011 年第 4期。
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成熟化していたのだ。上述の通り、近代警察制度は推理小説に重要な素材を提供している。
近代警察機関が中国にあったからこそ、推理小説の受容と読書が可能となった。
4、法制度の整備
中国の近代法的制度の建設は、紆余曲折した過程を経ている。近代以前の中国では、法
律はあっても、それは君主など権力者の個人意志の体現にすぎず、近代法律精神とは根本
的に異なっている。中国初の近代憲法は中華民国成立直後の 1912 年の『中華民国臨時約法』
であり、それは孫文が資本主義国家の三権分立の原則を輸入して作ったものである。この
憲法は北洋軍閥の統治のためにただちに空文となったが、孫文が民主共和と法治国家の観
念を国民の心に浸透させたことは、中国の資本主義革命運動の最も大きな功績だと言える。
こうした法治国家の観念も、推理小説の受容の前提となった。
中華人民共和国成立後、法的制度の建設は社会主義の道を歩んだ。1954 年の中国第一回
全国人民代表大会で『中華人民共和国憲法』が誕生すると、いわゆる社会主義法治30が始
まった。文化大革命が始まると、中国の法的整備は荒廃状態となり、社会主義法治は大幅
に後退し、空前の惨事に陥った。文化大革命が終結した後、中国は再び法治の軌道を修正
した。1978 年に、第五回全国人民代表大会第一次会議は憲法修正案を提出し、新たな『中
華人民共和国憲法』が形成された。これを発端とし、中国の法的制度の整備は正常な軌道
に戻った。
現在に至るまで、中国の法的制度は依然として未完なところが多いが、推理小説を受け
入れる土台としては十分なものである。上述の通り、国民に法治観念を芽生えさせれば、
推理小説は受け入れられる。それのみならず、法治の観念は近代社会の意識の基礎であり、
法的制度は立国の根本で、それに基づく国民意識も文芸を含む一切のイデオロギーの基礎
だと言える。中国の法的制度の整備が近代化の軌道に乗ったために、日本推理小説の受容
が可能となったのである。勿論、中国の法制度が先進国より立ち遅れており、特に人民の
法律意識も相対的に薄いのが原因で、中国の推理小説は依然として受容の段階にとどまり、
自らの推理小説名家が誕生していないであろう。
5、小結
本節は、中国の社会様相という側面から、日本推理小説が中国で受容される原因を分析
した。日本推理小説の中国における受容は、まずは中国にそれを受容する土壌があったか
らだと言える。言い換えれば、その受容は時代の産物であり、時代発展の必然的な結果と
30 社会主義を政治制度を核心にする法治制度。
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してみなければならない。
四、東野圭吾を代表とする日本推理小説が中国で広まる原因
前節では、社会的要素の側面から日本推理小説が中国で受容される原因を分析した。中
国社会にも近代化にともない推理小説を受け入れる土壌が生じたため、推理小説の受容が
可能となったという外的な要因である。それは、中国近代化の産物と言ってよい。だが、
なぜ東野圭吾を代表とする日本の推理小説がこれほど盛んに中国で受容されているのか。
それは明らかに、東野圭吾を代表とする日本推理小説が優位性を持っており、中国本国の
推理小説より優秀であるためである。この章では、東野圭吾を代表とする日本推理小説が
持つ優位性と中国本国の推理小説の欠点を分析しつつ、なぜ中国が日本推理小説を選択し
たかを解明したい。
1、日本推理小説の優位性
欧米推理小説の受容をきっかけに、日本推理小説は独特なスタイルを創り出し、百年足
らずの発展過程を経て、現在は推理小説のジャンルで軽視できぬ力を持っている。伝統的
な欧米推理小説と比べ、日本推理小説には独自の魅力がある。
a、多元化したスタイル
欧米の推理小説が日本に伝わったばかりの時、日本人は英語の detective novel という
概念を使用し、それを「探偵小説」と訳した。1920 年代、評論家の水谷準が初めて「推理
小説」を提唱し、特に日本人が創作する探偵小説を指し、その日本における地位を確固た
るものにしようとした。日本推理小説は、名称においても欧米と異なる特色を持つと言え
る。しかも、名称のみならず、スタイルにおいても日本推理小説は欧米の探偵小説よりも
さらに多元化している。欧米の探偵小説は主に探偵による事件解決を巡り、「事件発生－
－探偵登場－－事件解決」を主要なモデルとする。それに対し、日本推理小説のモデルは
より広がりがある。日本推理小説の創始者である二人の作家、江戸川乱歩と横溝正史のう
ち、江戸川乱歩の作風は大いにアラン・ポーの影響を受けており、事件の解決過程を重視
し、日本においては「本格派」と呼ばれる。横溝正史31は「変格派」を発明し、心理描写
31 横溝正史（1902 年 5 月 24日 - 1981 年 12月 28日）、日本推理小説家、代表作には『真珠郎』、『蜘
蛛と百合』、『本陣殺人事件』などがある。
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を重視し、恐怖の雰囲気を盛り上げることに尽力し、推理そのものにはむしろ重点が置か
れていない。
1950 年代、松本清張32を代表とする「社会派」が現れ、それは推理小説に社会現実を反
映させるスタイルであった。1980 年代、島田荘司33を代表とする「新本格派」が現れた。
新本格派の特色は、事件解決を重視する本格派のスタイルに基づき、謎の設置に全力を尽
くし、推理小説を「推理ゲーム」に変えることである。続いて、東野圭吾を代表とする「新
社会派」が現れ、それは社会派に基づき、推理の成分を弱め、人間性の反映をより重視す
るスタイルである。その他、説話や伝承などから題材を取る「風俗妖怪派」もある。
最初の本格派から、後の変格派、社会派、新本格派、風俗妖怪派、新社会派に至るまで、
日本推理小説は欧米の探偵小説では見られない多様なスタイルを発展させてきた。多元化
したスタイルは多元化した市場需要に適応できる。例えば、中国における東野圭吾の愛読
者には女性が多く、それは東野圭吾の感情及びヒューマニズムを重視する作風が女性の考
え方に適応するためである。それに対し、島田荘司を代表とする新本格派はロジック性が
強いため、愛読者は主に男性である。このような多様なスタイルは、日本推理小説の一つ
の優位性だといえる。
b、物語の時代と地理背景
読者は小説を読む時、基本的にストーリーの時代と地理背景に共鳴する。このことに関
して、日本推理小説は先天的な優位性を持っている。
世界の推理小説史において、日本推理小説の出現は相対的に遅い。江戸川乱歩が創作を
始めたのは、既に近代以後のことであった。その後、大流行した松本清張や東野圭吾のス
トーリーは、主に現代社会で起きている。タクシー、高級マンション、電車、携帯電話、
それらの元素は今の読者にとってより親しいのである。ペチカ、蒸気機関車、電報など、
コナン·ドイルが描いたビクトリア時代の社会様相は確かに独特な風味を持っているが、現
在の読者にとっては疎遠すぎる。まだ推理小説を読んだことのない中国の読者にとって、
コナン·ドイルやクリスティなどの欧米作家の作品より、日本推理小説は受け入れやすい。
例えば、東野圭吾は『白夜行』の中、日本のバブル経済時期にスーパーの日用品が値上が
りして我先に買われる場面を描き、それに似ている経歴は現在の中国人もあるのであり、
これが受容に便利を提供する。
32 松本清張（1909 年 12月 21日 - 1992 年 8 月 4日）、日本推理小説家、代表作には『零の焦点』、『日
本の黒い霧』などがある。
33 島田荘司（1948 年 10月 12日 - ）、日本推理小説家、代表作には『占星術殺人事件』、『斜め屋敷の
犯罪』などがある。
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地理背景の優位性も類似する。東アジア文化の土壌で成長してきた日本推理小説は、濃
厚なアジア的な気質を持っており、同じい東アジアに属する中国読者にとって、より受け
入れやすい。特に、小説中の人物の考え方は一般的かつ典型的な東方人の考え方であり、
容易に中国読者の共感を喚起できる。それが、日本推理小説が備えているもう一つの優位
性である。
c、映画、テレビドラマとのメディアミックス
日本推理小説は映画およびテレビドラマと緊密なつながりを持っている。優秀な推理小
説は常に映画あるいはテレビドラマに改編され、視聴者の幅を広げる。日本推理小説の中
国における受容も、映画やテレビドラマとのメディアミックスとも関係がある。
先に述べた通り、『君よ憤怒の河を渉れ』（中国語タイトル：「追捕」）と『人間の証
明』（中国語タイトル：「人証」）は中国で一大センセーションを巻き起こしたが、二作
はともに日本推理小説を翻案にしたものだ。前者は西村寿行の著作であり、後者は森村誠
一の著作である。その後も、多くの日本推理小説の作品が映画やテレビドラマを媒介とし
て中国人に知られている。東野圭吾を例とすれば、2007 年、日本テレビドラマ『白夜行』
はインターネットを経由して中国に伝来し、全国を風靡していた。2009 年に韓国で同作が
映画化され、2011 年には日本でも映画化されると、中国では再び東野圭吾ブームが巻き起
こった。中国読者の多くは、まずテレビドラマあるいは映画によって東野圭吾を知り、そ
れから彼の小説を読み始めた。その後、東野圭吾作品の翻案として多くの映画やテレビド
ラマがネット経由で中国に伝わり、中国の観衆を熱狂させた。例えば、『秘密』、『分身』、
『変身』、『時生』、『手紙』などである。映画やテレビドラマの流行は、中国において
東野圭吾が人気を保持できる重要な原因である。ここで特に注意すべきところは、伝来し
た映画やテレビドラマは海賊版が多く、映画やテレビドラマがきっかけで東野圭吾の小説
を読み始める読者の多くも実は海賊版の映画やテレビドラマを見たのである。海賊版は法
律上で著作権を侵害しているのであるが、事実上は大いに文化製品の伝播を加速した。こ
れが中国特有の現象とも言える。実は、その現象は日本推理小説の映画やテレビドラマの
領域の現象のみならず、他の映画やテレビドラマ、さらに音楽に至っても、海賊版を通じ
て中国において幅広く伝播されている。
当然、東野圭吾以外にも、映画やテレビドラマによって中国読者に知られた日本作家も
いる。例えば、石田衣良の『池袋ウェストゲートバーク』、湊かなえの『告白』、宮部み
ゆきの『理由』などの映画版やテレビドラマ版はすべてネットにより中国に伝来し、それ
らの作家は中国の読者に広く知られている。新しい日本のサスペンス映画やテレビドラマ
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が絶えず中国へ伝来し、新しい日本推理作家が絶えず中国の読者に紹介されることで、中
国における日本推理小説の出版を促し、一種の好循環が形成されている。
2、東野圭吾作品の優位性
前節では日本推理小説の優位性を分析した。日本推理小説が中国の読者に幅広く歓迎さ
れているのには、しかるべき原因がある。なかでも東野圭吾は最も中国読者に愛読されて
いる推理作家の一人であることが「豆瓣網」のデータによって証明される。
「豆瓣網」では、作品の評価者数を検索できる。東野圭吾作品と他の日本推理小説との
中国大陸における評価者数を比較すると、最も評価者数の高い東野圭吾の作品は『白夜行』
であり、すべての版本を合わせて合計 152413 人である。第二位は『容疑者 X の献身』で
114055 人、他の東野圭吾の主要作品では、『悪意』は 48041 人、『幻夜』は 26628 人、『放
課後』は 53743 人、『片想い』は 11701 人、『流星の絆』は 17297 人、『さまよう刃』は
6818 人、『殺人の門』は 4575 人、『新参者』は 8319 人で、いずれも評価者の数は圧倒的
に多い。それと比べ、かつて人気のあった森村誠一の「三つの証明」シリーズの評価者数
は、『人間の証明』は 2383 人、『青春の証明』は 1450 人、『野性の証明』は 1379 人であ
る。日本推理小説の創始者と見なされる、本格派の江戸川乱歩と変格派の横溝正史に至っ
ては、江戸川乱歩の代表作『怪人二十面相』が 6346 人、『D 坂の殺人事件』は 1192 人で
あり、横溝正史の代表作『本陣殺人事件』は 3196 人、『八つ墓村』は 6647 人である。ま
た、社会派の松本清張の代表作『零の焦点』は 1949 人、『点と線』は 4269 人、『砂器』
は 5475 人である。新本格派の島田荘司の代表作『占星術殺人事件』の評価者数は 26043
人である。データから見れば、中国における東野圭吾の人気は他の有名な推理作家よりも
遙かに高く、現在最も愛読されている推理作家の一人だと言える。
面白いことに、『白夜行』や『幻夜』の中の東野圭吾が描き出した代表的な悪女のイメ
ージに対し、中国人の読者と日本人の読者の評価が些か異なる。「豆瓣網」で読者評論を
調べた結果、その「悪女」を責める声が見られるのに対し、日本人読者の評価を調べた結
果、日本人読者の評価は曖昧である34。中国人の善悪観は符号化であるのに対し、日本人
読者にとって、善と悪は明らかな境界線がなく、悪女が悪いことをやっても苦衷があるの
である。この点からも、中国人と日本人の人間性に対する理解の違いが分かる。
そして、東野の人気には何らかの原因があるに違いない。中国人にとって、東野圭吾は
いかような魅力を持っているのか。以下では、それを解明する。
34 陳詩潔、『従『白夜行』看日本人的善恶观』、湖南大学、2014 年。
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a、卓絶した技功
読者がある作家を歓迎するのは、もちろん創作の技功が優れているからであろう。東野
圭吾が非常に優秀な作家であるということは、彼の受賞状況が証明している。江戸川乱歩
賞、日本推理作家協会賞、本格推理小説賞、直木賞といった日本推理文学界のあらゆる重
要な賞を獲得し、いまや日本推理文学界の第一人者と言える。
文学の面から言えば、東野圭吾作品の中には、すべての読者を惹きつける要素が含まれ
ている。はらはらさせるシーン、豊かな人物イメージ、老練な叙述、論理的な推理、普通
では想像できないプロット、予想外の結末、悲しい恋、流行文学作品に求められるすべて
の要素が揃っている。大衆文学としては、東野圭吾の作品はめったにない高度に達してい
ると言える。
b、題材の多様性
東野圭吾は、「千面作家」と称してもよい。なぜかというと、彼の作品の題材は非常に
幅広いからだ。脳科学、医学、生物クローン技術、性別問題、教育体制、少年犯罪問題、
思春期問題、犯人家族の生存問題など、あらゆる社会問題が東野圭吾によって巧みに描か
れた。さらに、それらの題材は現代人の多くが関心を寄せる領域であるため、容易に読者
の興味を引き起こす。東野圭吾は、作品の焦点を推理にではなく、現在のホットな社会問
題に置いているため、現代人の考え方により馴染みやすい。それが三つ目の優位性を引き
出す。
c、人間性への注目
東野圭吾は非常に賢い作家だと言える。彼は現在社会においていかなる推理小説が求め
られるかをよく知っているのであろう。明らかに、本格派の推理小説は古すぎて、現代人
の興味を引き起こせない。変格派は、従来から推理小説文壇の主流となったことがない。
新本格派はかつて流行したが、あまりに極端な推理ゲームは文学性を欠いている。社会派
は重すぎて、現代人の暇つぶしという需要に適応できない。東野は独自のスタイルを発明
した。新社会派である。
実は、早期の東野圭吾のスタイルは本格派に近く、その代表作は『放課後』である。『宿
命』から、彼は作風を変え、推理の成分を弱め、重点を人物の行為と性格に置き、ある程
度の社会性を持つようになった。だが、その社会性は松本清張の社会派の社会性とも異な
る。松本清張は重い社会的使命感を抱えていた作家であり、彼の作品は明らかに社会問題
を反映し、それを解決する方法を探り出そうとしているのである。それに対し、東野圭吾
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は独自の美学的立場を保っており、彼の作品の社会性はただ文学の表現効果を強めるため
であり、言い換えれば、読者の興味を引き起こすためだけにある。例えば、『白夜行』と
『幻夜』には代表的な「東野圭吾式」、すなわち社会の最下層で生存のために手段も選ば
ない「女悪魔」のイメージがある。東野圭吾は紙幅を費やして彼女たちの人間性を描いて
いるが、それは何かの社会問題を反映するためではなく、ただ物語を面白くするためなの
である。松本清張とは異なり、そのような人物は何の社会現実も反映せず、また現実社会
に本当にこのような人物が存在するかどうかも確かではない。東野圭吾は、ただ物語がよ
り豊かになるようにその人物を描き出したのである。現代人の教育水準はますます高くな
り、読者は人間性や社会問題を思考することを好み、過去の本格派の推理小説は既に読者
の要求に応えられなくなっている。しかし、現代人の生活リズムは非常に速く、生活にお
けるプレッシャーは大きく、重い社会問題について思考し解決する暇はなく、その責任感
も当然ない。東野圭吾作品を読む時、読者は複雑な問題を思考する欲求を満たしつつ、暇
つぶしという欲求も満たした需要も実現した。従って、東野圭吾の作品はちょうど現代人
の需要に適っている。これが、東野圭吾を代表とするいわゆる「新社会派」の最大の意義
であり、東野圭吾が中国の読者にこれほど愛読される最大の原因の一つでもある。
3、中国本国の推理小説の欠点
日本推理小説の中国における熱烈な受容は、明らかに東野圭吾を代表とする日本推理小
説が確かに優れているためでもあるが、中国本国の推理小説には様々な欠点があるためで
もある。以下、中国の推理小説の欠点を分析する。
a、ロジックの思惟方式に欠ける
推理小説はなぜ「推理小説」と称するか、勿論「推理」はその核心であるに違いない。
先にも述べた通り、「謎解き」の過程で、証拠を収集し、ロジックで判断することは推理
小説の最大の価値である。その謎解きの過程が成り立つには、実証主義的考え方が不可欠
である。
残念ながら、そうした実証主義的考え方は、中国の伝統的な考え方とあまりそぐわない。
中国の伝統的な考え方は発散式であり、ロジックの考え方に長じない。中国古代には思想
家が多かったが、自然科学家が少なかったのもそのためである。公案小説のなかで、包拯
が事件を解決できない時はどうするか。誰かが「托夢」してくれる。包拯に夢を見させ、
夢の中で犯人が誰かを包拯に教える。あるいは、偶然に犯人が誰かを知る。要するに、事
件の解決は推理によるものではない。この点から見れば、中国人は確かに近代の工業文明
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に適応するロジックに優れていないことが分かる。この欠点は、中国の近代推理小説の創
作にも影響している。前も述べた通り、推理小説である以上、最も重要なのは推理である。
しかし、中国の推理小説家は、推理そのものを描写することに秀でていない。中国ではホ
ラー小説とサスペンス小説が推理小説より遙かに多い原因も、ホラー小説とサスペンス小
説では推理を描く必要がないためである。ゆえに、中国推理小説は欧米や日本の推理小説
ほど優秀でないといえる。
b、勧善懲悪の価値観
果てしなく長い封建時代の間に、儒教思想の影響で、封建礼法はいつも国民の行為を拘
束してきた。この思想は清朝まで発展し、文学に体現されたのは公案小説である。公案小
説は明らかに一般的に認められた価値観の産物である。謎解きの成分は些かにあるが、公
案小説の目的はほとんど全て勧善懲悪である。公案小説にとって、どうやって犯人を見つ
け出すのかは重要でないし、推理の過程も重要ではない。唯一注目されるべきなのは正義
の立場であり、言い換えれば勧善懲悪の価値観である。中国近代の推理小説もその特徴を
受け継ぎ、いつも国民を教化する重い任務を担っている。勧善懲悪を忘れず、それは『老
残遊記』から「霍桑探案」シリーズまで一貫している。現在の中国の公安小説も常に「リ
ーダーと群衆の助けのもとで、公安人員は万難を克服し、ようやく犯人を逮捕し、人民の
安全を守った」という流れである。いわゆる社会正義にコミットする主題があまりにも露
骨に感じる。これも前述の中国人の符号化した善悪観とも関係があるかも知れない。
前も述べた通り、推理小説は大衆文学の一種であり、推理の過程で大衆に娯楽の体験を
与えることが第一の目的である。勧善懲悪を唯一の主題とすれば、小説の推理の成分を弱
め、プロットを単調化させ、人物のイメージも無力化させる。警察や探偵のイメージはい
つも正義であり、犯人のイメージはいつも邪悪というのは、古代の読者にとって面白いか
もしれないが、いまの読者にとって非常につまらないものであるに違いない。東野圭吾の
代表作である『白夜行』のように、善悪を曖昧にし、正面人物も反面人物も人間性に富ん
でいるという設定は、物語を複雑化させ、登場人物のイメージを充実させている点で、明
らかに読者を楽しませている。このことも、東野圭吾を代表とする日本推理小説が中国本
国の推理小説に勝ち、盛んに中国に受容されている大きな原因の一つである。
c、中国には私立探偵の活動する土壌があまりない
この問題は、主に新中国成立以来の創作に影響している。新中国成立後、私立探偵の活
動は法律によって許可されず、私立探偵が収集した証拠も無効となった。とりわけ、1993
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年 9月 7日に公安部が『关于禁止开设私人侦探所性质的民间机构的通知』を公布し、私立
探偵の存在が明確に禁止された35。そのため、推理小説の一つの重要な要素である私立探
偵は成立しえない。勿論、実際に推理小説の中で探偵の役を演じるのは必ず私立探偵とい
うわけではないが、中国では、私立探偵の非合法化によって、いわゆる公安小説のブーム
が起きた。だが、公安小説は純粋な推理小説というわけではない。警察が事件を解決する
過程を描く小説と警察の個人の感情生活を描く小説はともに公安小説に属する。実は、新
中国には純粋な推理小説の数はかなり少ない。それ故、中国の読者にとって、日本を含む
外国の推理小説は新鮮に映るのである。これも、東野圭吾を代表とする日本推理小説が中
国で盛んに受容されている原因の一つである。
勿論、私立探偵の土壌は日本にも深くないと言える。法律上で私立探偵の活動を承認し、
規制する『探偵業の業務の適正化に関する法律』の公布は 2006 年 6 月 8日のことであり36、
それまでは日本の私立探偵は地下活動の状態に近かった。そのため、日本の推理小説には
私立探偵のキャラクターが少なく、比較的に有名なのは江戸川乱歩が描き出した明智小五
郎である。東野圭吾の作品には、探偵の役を演じるのもほとんど警察である。とはいえ、
法律上で私立探偵が承認された前に、日本には私立探偵は少なかったが、何といっても存
在したという事実である。それらの地下の私立探偵の活動が推理小説の創作を推進してい
る作用も軽視できないと思う。
4、小結
上記の通り、東野圭吾を代表とする日本推理小説の中国における受容は、中国で推理小
説を受容する土壌が育っており、東野圭吾等の日本推理小説が確かに優位性を持っていた
ためのみならず、中国本国の推理小説に多くの欠点があり、中国の読者の需要に適応でき
なかったためでもある。中国の読者が自分の需要にかなう文学作品を自然と選択している
ことも日本推理小説の高度に発達した水準を反映している。
五、結論
本稿は、東野圭吾を代表とする日本推理小説の中国における受容の原因を分析した。ま
ずは推理小説の誕生の原因を分析し、推理小説の誕生はあらゆる社会的要素が揃ってこそ
可能となるのであり、言い換えれば近代化の産物だという結論を出した。次に、中国にお
35 李柯、『日本偵探業法対我国的啓迪与借鑑』、北京化工大学学報、2008 年第１期。
36 李柯、『日本偵探業法対我国的啓迪与借鑑』、北京化工大学学報、2008 年第１期。
30
いても、それらの社会要素がすでに整い、推理小説を受け入れる土壌が生じていることを
指摘した。最後に、東野圭吾を代表とする日本推理小説が中国人に愛読される原因は、日
本推理小説も東野圭吾も独自の優位性と魅力を持っており、中国本国の推理小説も欠点が
あるからだと論じた。まとめると、東野圭吾ら日本推理小説の中国における受容は、中国
社会の近代化の直接的産物である一方、日本推理小説が優位性を持っているためでもある。
しかし、東野圭吾を代表とする日本推理小説が中国で大流行しているのに対し、中国本
土の推理小説の発展は立ち後れている状態にある。長い間、国際的影響力を持つ中国人推
理作家は現れていない。中国社会にはとっくに推理小説の誕生の土壌が生じており、同時
に多くの欧米と日本の優秀な推理小説を輸入しているにもかかわらず、なぜ本土の推理小
説の発展はこれほど遅いのか。それが、筆者が探求しつづけたい今後の課題である。
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